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衆議院安全保障委員会ニュース 

平成 29.8.10 第 193回国会第９号（閉会中審査） 

 

8月 10日（木）、第９回の委員会が開かれました。 

 

１ 理事の補欠選任 

 ・理事の補欠選任を行いました。 

  理事 熊 田 裕 通君（自民）（理事小野寺五典君去る３日委員辞任につきその補欠） 

 

２ 国の安全保障に関する件（特別防衛監察の結果等） 

・特別防衛監察の結果等について、小野寺防衛大臣から報告を聴取しました。 

・小野寺防衛大臣、ふくだ内閣府副大臣及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

浜 地 雅 一君（公明） 

・特別防衛監察の結果及びこれについての公明党のヒアリ

ングで防衛省に対する厳しい意見が出されたことについ

て、小野寺防衛大臣の受止めを伺いたい。 

・特別防衛監察における事実認定は、十分な聴取及び必要

な資料の収集に基づくものであるか、防衛監察本部に伺

いたい。 

・特別防衛監察の結果を受けた再発防止策、防衛省の組織

改革及びガバナンス強化について、小野寺防衛大臣に伺

いたい。 

 

升 田 世喜男君（民進） 

・特別防衛監察の結果を見ても陸上自衛隊に存在した日報

データの取扱いに関する稲田元防衛大臣の関与が曖昧で

あることから、当事者である稲田元防衛大臣自身が国会

に出席し説明すべきと考えるが、小野寺防衛大臣の見解

を伺いたい。 

・防衛監察本部は、平成 29年２月 13日の大臣説明に関し、

陸上自衛隊における日報データの存在について稲田元防

衛大臣に対し報告があったとする者、なかったとする者

などがそれぞれ複数名いると説明しているが、どの発言

が多数を占めていたかを確認するためにも、それぞれ発

言者の人数を明らかにすべきと考えるが、防衛監察本部

に伺いたい。 

・今回の特別防衛監察は稲田元防衛大臣の指示のもと始

まったが、その指示をした元大臣が防衛監察本部から聴

取を受けるという事態に至ったことから、第三者機関に

よる再調査を行うべきと考えるが、小野寺防衛大臣の見

解を伺いたい。 

 

玉 木 雄一郎君（民進） 

・北朝鮮がグアム周辺に向けて弾道ミサイルを発射するこ

とを計画しているとの報道があったが、ＰＡＣ－３の空

白地帯である島根県、広島県及び高知県の上空を通過す

ると想定されていることから、早急に対策を講じるべき

と考えるが、小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・本委員会の質疑において、辰巳前統合幕僚監部総括官が

特別防衛監察での自身の証言内容に関する答弁を拒否す

る法的根拠について、政府の見解を伺いたい。 

・防衛監察本部に提出された陸上自衛隊の報告書、特別防

衛監察における関係部署のそれぞれの主張の比較表及び

稲田防衛大臣へ報告をしたことを示す報道された防衛省

職員の手書きメモについて、調査をした上で国会に提出

すべきと考えるが、小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

 

後 藤 祐 一君（民進） 

・我が国に能力向上型迎撃ミサイル（ＳＭ―３ブロックⅡ

Ａ）が配備されれば、北朝鮮が弾道ミサイルをグアムに

向けて発射した場合に存立危機事態と認定して、集団的

自衛権を行使して迎撃することは可能か、小野寺防衛大

臣の見解を伺いたい。 

・現時点での我が国の敵基地反撃能力の保有の是非及び新

たな防衛大綱にこれを盛り込む可能性の有無について、

小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・特別防衛監察を実施すれば、その調査の過程で得られた

情報は情報公開法第５条第６号に定める不開示情報に該

当するとして、国会での答弁を差し控えることができる

のであれば、シビリアンコントロールの一環としての国

会の役割を果たし得ないことになると考えるが、小野寺

防衛大臣の見解を伺いたい。 

 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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笠 井   亮君（共産） 

・平成 29 年８月５日に豪州で墜落したＭＶ－２２オスプ

レイと同じ普天間基地所属のオスプレイ６機が参加する

予定の北海道での日米共同訓練は中止すべきと考えるが

小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・南スーダンＰＫＯ部隊の日報を不当に廃棄する行為は刑

法第 258条の公用文書等毀棄罪に該当する疑いがあるが

小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・安倍内閣総理大臣は国会答弁で日報問題について「早く

から問題になっておりましたから、その説明を受けたこ

とはあ」ると述べる一方、稲田防衛大臣は記者会見で安

倍内閣総理大臣に説明していないと述べており、安倍内

閣総理大臣に対しては黒江前事務次官と豊田前官房長が

説明したのではないかと考えるが、小野寺防衛大臣に事

実を確認したい。 

 

吉 田 豊 史君（維新） 

・特別防衛監察の実施目的、成果及び監察手法が適切で

あったかどうかについて、防衛監察本部の見解を伺いた

い。 

・南スーダン派遣施設隊日報問題は、誰に対して何が問題

であるのか、小野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

・日報が開示されなかったことに関し、情報公開や意思疎

通の問題にとどまらず、防衛省における構造的な問題を

突き詰めることが必要であると考えるが、小野寺防衛大

臣の見解を伺いたい。 

 

照 屋 寛 徳君（社民） 

・平成 29 年２月 13 日と 15 日の会議において日報データ

の存在に関する稲田元防衛大臣の発言はあったのか、ま

た、稲田元防衛大臣は部下の報告を無言のまま了承した

ということか、防衛監察本部の説明を伺いたい。 

・一連の日報問題に関しシビリアンコントロールの在り方

が大きく揺らいでいると考えるが、小野寺防衛大臣の認

識を伺いたい。 

・豪州でのＭＶ－２２オスプレイの事故（平成 29 年８月

５日）を受けて小野寺防衛大臣から飛行自粛要請をした

にもかかわらず、米軍が飛行を再開したことに対し、小

野寺防衛大臣の見解を伺いたい。 

 


